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も現れている（図 4.7）。

（3）親子関係と父母関係の関連性

岡堂（1991）は，子どもが巣立つ時期における家族への支援は，親子間だけ

でなく，父母間の結びつきを含んだ家族全体の関係性の調整が重要であること

を指摘している。父母関係と親子関係との関連性を示す理論として，スピル

オーバー仮説と補償仮説（Engfer, 1988）がある。

①スピルオーバー仮説

父母関係が良好（否定）的になれば，親子関係も良好（否定）的になるとい

うもの。

②補 償 仮 説

夫婦関係が悪くなれば必ずしも親子関係が悪くなるわけではなく，夫婦関係

において十分な欲求の充足が得られない場合に，親が子どもとの関係において

それを補おうとする働きについて論じている。しかしこれらの仮説に基づく実

証的な研究からは，必ずしも一致した知見は得られていない。

（4）親自身の被養育体験

親自身の被養育体験がどの程度子どもに対する態度や行動に影響を及ぼして

図 4.7　不満や悩み事の主な相談相手（明治安田総合研究所，2016）
親は，高校生・専門学校生・大学生等の子を持つ親。
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